
研究成 果情報 園芸 ２４ 果樹 栽培

新技術・情報.名 なしの賊花芽着生に及ぼす気象の影響 分類 ②

1．成果の内容

１）技術 、 情 報 の 内 容 及 び 特 徴

全国 ７県の気象要因と幸水、豊水の賊花芽着生との関係について検

討した結果、幸水、豊水共に満開後３０～６０日の日照時間が多い

ほど、さらに豊水では満開後６０～９０日の降水が少ないほど賊花

芽着生率が高まることが明らかとなった。

（１）発育枝当たりの賊花芽着生率は、幸水、豊水共に日照時間が少

ない年・地域ほど低くなる。

（２）幸水、豊水の賊花芽着生率は、満開後３０～６０日の日照時間

と正の相関、同時期の降水量と負の相関があり、さらに豊水では

満 開後６０～９０日の降水量とも負の相関が認められる。

（３）発育枝の賊花芽着生において、豊水は幸水よりも長期間、気象要

因の影響を受けやすい。

2〉技術、情報の適用効果

幸水さ豊水の即i花芽確保のための技術指導に参考となり、特に、施

設栽培技術改善の基礎資料として活用できる。

3）適用範囲

幸 水 、 豊 水 の 施 設 栽 培 及 びネット栽培

4）成果の利活用・普及指導上の留意点

生育期が多雨・寡日照で経過することが予想される場合には、施

設栽培 を 中 心 に 天 井 ビ ニ ルの早期除去、ネット等の遮光物の除去及

び土壌反射マルチ等による日照確保並びに土壌表面ビニルマルチ等

による土壌への雨水浸入遮断策等を講じ、花芽の着生を促す。
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２．具体的データ

賊花芽着生率

蕊及び生育期の気象
潜圏～満開鶴１２０Ｆ

調査県
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墾との関係（平岡

(淵柵）百~頭~蒔~問一陣氷量積算気温日照時間降水量積算気温
１～３０日

30～６０日

60～９０日

９０～１２０日

０．２７１
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-０．２７４

－０．２８７

－０．４２８

０．０５９

０．５０７

０．７４４ポポ

０．５４２ホ

０．１４８

－０．３３０

－０．６３７ポ

０ー．７５７＊＊

-０．００７

０．１４８

－０．４９０

－０．５６４
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１～１２００．７６３郷－０．５９６＊－０．３２２０．６９３＊＊－０．７６８束＊－０．４８５
注①郷1%水準、*5%水準で有意、②表中の数字は単相関係数

表３気象要_因と発育枝当たり賊花芽着生率との重回帰分析（平成３年）
品種 重回帰式

幸水Ｙ＝4.7536＋0.2167Ｘ
Ｘ：満開後３０～６０日の日照時間

(Ｒ２＝0.6057）

豊水Ｙ＝４２．２２１０＋0.1208Ｘ１－０．０６６２Ｘ２（Ｒ２＝0.7176）
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